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Maggie: A Girl of the Streets 
?????????
?????
????
Maggie: a Girl of the Streets（以下、Maggie と略す）は、1893 年に出版され
たスティーヴン・クレイン（Stephen Crane, 1871-1900）の処女作であり、作品
の舞台であるニューヨークのスラム街での観察と取材をもとにして書かれて
いる。この小説は、マギ （ーMaggie）というニューヨークのバワリ （ーBowery）
に生きる女の子が、人間や社会環境、さらには運命によって翻弄され、破滅
していく過程を描いたものである。
マギーの破滅は、家族や縋っていた男性に捨てられ、家を追われたのちに
娼婦に身を落とし、その結果孤独によってもたらされたものとして読み取る
ことも可能である。しかし、マギーに破滅をもたらした根本的な原因は、ス
ラム街に蔓延する自己欺瞞的な生き方にあるのではないか、というのが筆者
の考えである。本稿では、そうした自己欺瞞的な生き方がどのようにして彼
女に破滅をもたらしたのかについて論考する。
? . ????????
自己欺瞞とは、意識的にせよ無意識的にせよ、自分の心を欺くことである。
そうすることで、周囲に見せている自分の姿と、「本当の自分」と思いこん
でいる姿との間に落差が生じてくる。「本当の自分」と現実に生きる自分と
の落差が大きくなるほど、外界とは切り離された世界に引きこもる傾向が強
くなり、本来の自分の姿を現実の中で認識できないのである。
こうした現実と幻想との乖離は、Maggie に出てくる他の主要な登場人物
達にも認められる。例えば、この作品の冒頭の文を見てみよう。
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A very little boy stood upon a heap of gravel for the honor of Rum Alley. 
He was throwing stones at howling urchins from Devil’s Row who were 
circling madly about the heap and pelting him.（Crane 1984 7）1
この冒頭文には、デビルズロウの浮浪児達に喧嘩を挑む一人の少年の姿が
描かれている。ところで、この少年は、スラム街に住む不特定の人間と思わ
れるかもしれないが、実を言うと彼は、ヒロインであるマギーの兄ジミー
（Jimmie）であることがこの場面の直後に判明する。本来ならここでマギーの
自己欺瞞について論じたいところだが、この作品のヒロインよりも先に登場
するジミーについてまず論じる必要がある。その理由は、クレインの印象主
義絵画における点描的（pointillism）手法にある。点描法においては、間近で
見れば小さな点の集まりに過ぎないものが、距離を置いてみれば様々な物の
形を表しており、一つのまとまった画面を構成するわけだが、クレインは出
来事の一つ一つの断片をこの手法で描きながら、一つの作品に統一するので
ある 2。Maggie もまさしくこのような手法で描かれており、ジミーというキャ
ラクターもまた、この作品の本筋であるマギーの破滅を構成するための重要
な断片の一つであると筆者は考える。従って、マギー論に入る前に、まずは
ジミーの自己欺瞞的な生き方について論じてみたい。
冒頭文に戻ると、ジミー少年の抱く自分の姿と現実の彼との間の落差がこ
こに描かれている。ジミーが小柄な少年であるということ、ラム・アリーの
名誉のために戦っている彼が立っている場所は何の変哲もないただの砂利山
であるということ、石を投げつけるという原始的な手段、これら全ての描写は、
名誉のために戦っているつもりのジミーの姿と実際に置かれている現実との
大きな落差を物語っている。デビルズロウの浮浪児達とジミーの戦いは、傍
から見れば取るに足らない子供の喧嘩にすぎないのだが、当事者達にとって
は互いの名誉を賭けた崇高な戦いであると錯覚している。ラム・アリーの名
誉のために、砂利で出来た砦の上に立って奮闘する騎士としての自分の姿を
ジミーは自身の頭の中で思い描いているのである 3。その誇張ともいえる騎
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士道精神と実際に置かれている現実とを並置して描くことによって、クレイ
ンはジミーの自己欺瞞をアイロニーの手法を用いて強調しているのである。
ジミーがこのような自己欺瞞に陥ってしまった原因は、彼の生まれ育った
家庭環境にある。彼の家庭環境は、この作品の導入部にあたる 1 章から 3 章
にかけて詳しく描かれており、その三つの章で喧嘩や暴力の場面が連続して
いる。母親メアリ （ーMary）は喧嘩でシャツを破いたという理由で息子ジミー
を叱って暴力を揮い、いつも酔っ払って帰ってくる夫と繰り返し激しい夫婦
喧嘩をする。ミスター・ジョンソン（Mr. Johnson）は大した理由もなくジミー
の頭を手桶で殴る。ジミーは妹のマギーを叩き、マギーは末っ子のトミー
（Tommie）4 を乱暴に引っぱって歩くなど、この一家には暴力の連鎖が常に存
在している。そこには団欒や家族愛などは作品を見る限りでは一切なく、た
だ力や暴力によって他者を支配する弱肉強食の法則が存在するのみである。
家庭内での力関係おいて弱者の立場にあるジミーとマギーは、常に暴力への
恐怖に怯え続けている。以下の引用では、そんな恐怖に怯えるジミーとマギー
の様子が描かれている。
The babe sat with his feet dangling high from a precarious infant’s chair 
and gorged his small stomach. Jimmie forced, with feverish rapidity, the 
grease-enveloped pieces between his wounded lips. Maggie, with side 
glances of fear of interruption, ate like a small pursued tigress.（Crane 1984 
14）
ジミーは、まるで熱に浮かされたような速さでジャガイモを強引に口に押
し込み、マギーのほうは、邪魔をされたりはしないかと怯えながら食事をとっ
ている。この二人の様子は、あたかも荒野で他の獣の存在に怯えながら餌
を食らう動物を連想させる。上の引用にある斜字体 ‘a small pursued tigress’ 
は、まさにそのようなイメージを表している。こうした動物のイメージは、
Maggie の姉妹編として知られる George’s Mother（1896）5 にも用いられてい
る。
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To her ear there came the howl of the man with the red, mottled face. He 
was engaged in a furious altercation with the youth who had called attention 
to his poor aim. They were like animals in a jungle.（Crane 1984 220）6
ここに描かれているのは、まさにジョンソン一家が暮らしている共同体
アパートなのである。つまり、ここで用いられている動物的イメージは、
ジョンソン一家が住む環境を暗示しているのである。‘howl’ と ‘furious’ は、
‘animals in a jungle’ との縁語関係にあり、相互の照応によって動物的イメー
ジの表現効果が増している。ジョンソン一家を取り巻く世界は、暴力と恐怖
によって支配されており、そこに住む者は野生の動物のように厳しい生存競
争を常に強いられているのである。
第 4 章になると、時間が数年後へと移り、そこから本格的に物語が動き出
す。少年から青年に成長したジミーは、運搬車の御者としての職に就く。彼
の目の色はすっかり冷たくなり、仕事もしないで血気盛んな時間を過ごして
いくうちに、せせら笑いが彼の顔に次第に定着する。彼は、世の中を尊敬す
る心を少しも抱いてはおらず、周りの人間は皆、彼を出し抜こうとする卑し
い人間であるという価値観に縛られている。彼は立派な身なりをした人間を
軽蔑し、彼らよりも自分のほうが上だと考えていた。さらに、
Above all things he despised obvious Christians and ciphers with the 
chrysanthemums of aristocracy in their button-holes. He considered himself 
above both of these classes. He was afraid of neither the devil nor the leader 
of society.（Crane 1984 21）
という文章にあるように、彼はとりわけ見えすいたキリスト教徒やボタンの
穴に菊をさしている尊大な様子の人間を軽蔑しているのである。まるで何も
のをも恐れていないかのように振舞うジミーの様子がここに描かれているの
である。
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しかし、ジミーのこうした価値観は、生まれ育った過酷な家庭環境によっ
て形成された自己欺瞞的な価値観にすぎない。自己欺瞞的な生き方をしてい
る人は、周囲に見せている自分とは別に「本当の自分」と思い込んでいる自
分を拠り所にしている。
自己欺瞞を生きる人間は何故このような自己イメージに縋るのか。それは、
自身が無力感、卑小感、空虚感、孤独感などの感情に常に苛まれているから
である。人から愛されず、蔑まれ、劣等感を抱いたときなどは、このような
感情にとらわれがちである。人間は、自分に関心を向け、自分を受け入れ、
愛情を込めて接して欲しいという欲求を本能的に他者に求める。この欲求が
満たされないと、周囲の人から認められたいという強迫的な願望に支配され
る。その願望が強くなっていくと、自分の力を誇示したがり、賞賛を得るこ
とに執着し、人から軽んじられることを極度に恐れるようになる。そうした
恐れが蓄積されていくうちに、自分は尊重されるほど価値がないというネガ
ティブな考えに次第に陥ってしまう。そうした考えから逃れるために、「本
当の自分」を肥大化し、「自分は偉大である」という幻想にしがみつき、そ
れによって自己を高め、維持しようとするのである。
暴力の渦巻くジョンソン一家で両親からろくに愛情も注がれずに育ったこ
とを考えると、ジミーが、先の引用に見られるような自己欺瞞に陥るのは当
然と言えよう。作品の冒頭で、ジミー少年が思い描いていた崇高な騎士と
しての自身の姿もまた、彼の生まれ育った忌まわしい世界を逃れてロマン
ティックな幻想に生きる手段としての自己欺瞞である。自分は取るに足らな
い存在であるという事実を受け止めたくないために、ジミーは、立派な衣装
で身を包む金持ち達の上に君臨する「本当の自分」を生み出し、そうした偽
りの優越感によって彼は支えられているのである。
クレインは、Maggie を発表する 1 年前の 1892 年にニューヨークのスラム
街に身を投じて、その場所の現実を肌で感じ取ろうと試みたことがある。の
ちに彼は、“An Experiment in Misery”（1894）と“An Experiment in Luxury”（1894）
という自身の体験に基づいた一対のスケッチを書いている。クレインは、前
者のスケッチに対するコメントの中で、スラム街の住人の本質は「臆病さ」
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にあると述べている（“the root of Bowery life is a sort of cowardice.”7 ）。その一
方で、後者のスケッチの中でクレインが
Theologian had for a long time told the poor man that riches did not bring 
happiness, and they had solemnly repeated this phrase until it had come to 
mean that misery was commensurate with dollars, that each wealthy man 
was inwardly a miserable wretch.（Crane 2001 173）8
と書いているように、経済的に貧しい人々は、「富は幸福をもたらさない」
という神学者の言葉を支えに、金持ちは惨めな人間であると蔑み、貧苦こそ
が幸福であると主張することで自分達を慰めるのである。貧しい人々が惨め
な境遇に押し潰されずに生きていくために、現実に置かれている状況とは全
くそぐわない幻想で身を固めるのである。しかし、こうした幻想は、クレイ
ンの言う臆病という彼らの本質の上に成り立っており、脆く不安定な考え方
である。ジミーが陥っている自己欺瞞も、根底にある彼自身の弱さを覆って
いるだけの虚飾にすぎないのである 9。
? . ????????
前の章では、ジョンソン一家の家庭環境がジミーの自己欺瞞の形成に大き
な影響を及ぼしたことについて論じた。そのジミーと全く同じ環境で生まれ
育ったマギーは、数年後には次の引用にあるような成長を見せる。
The girl, Maggie, blossomed in a mud puddle. She grew to be a most rare 
and wonderful production of a tenement district, a pretty girl.
None of the dirt of Rum Alley seemed to be in her veins.（Crane 1984 24）
「溝泥の中で花が咲いた」「彼女の気質にはラム・アリーの汚物が少しも混
じっていないように思われた」という箇所を文字通りに受け取るならば、マ
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ギーは、スラムの汚れに全く影響されることもなく、健全な成長を遂げたと
いうことになる。つまり、ジミーのほうは、暴力が支配するジョンソン一家
の影響で性質が歪み、その結果自己欺瞞的な生き方をするようになったのに
対して、マギーのほうは、ジミーと同じ環境で育ってきたにもかかわらず、
性質が一切歪むこともなく成長したということになる。仮に社会的影響がマ
ギーの住んでいる世界に対して決定的な効果を持つならば、その影響は及ぼ
す対象を選別しているということになる。
しかし実際は、‘bloomed in a mud puddle’という表現は、あくまで外見的
に美しくなったという意味で用いられているにすぎない。加えて、斜字体 
‘seemed’ があることから、マギーはスラム街の環境に影響を与えられてい
ないとは断言されておらず、あくまで周囲の人間から見て、影響を受けてい
ないように見えるだけである。それどころか、マギーもまた、ジミーと同様
に、ある種の自己欺瞞に陥ってしまっている。彼女の自己欺瞞は、ジミーの
知り合いであるピート（Pete）に対する彼女の認識によって明らかになるので
ある。ピートの、身に纏うスーツ、自信に満ち溢れた様子、まるで上流階級
の人間を思わせる高貴な佇まいといった外見的要素にマギーは心を奪われて
しまう。そして、彼女は、日頃から頭の中で思い描いていた理想の男性像を
ピートに重ね合わせるのである。
Maggie perceived that here was the ideal man. Her dim thoughts were often 
searching for far away lands where, as God says, the little hills sing together 
in the morning. Under the trees of her dream-gardens there had always 
walked a lover.（Crane 1984 26）
マギーの求める世界は、彼女が生きる現実の世界とはあまりにも隔絶し
た、遥か彼方の「夢の園」であり、そこにはいつも恋人が遊んでいるのであ
る 10。このようなロマンティックな世界を夢見るマギーがピートを理想の男
性とみなすのは、彼の外見的要素の全てが夢の園に遊ぶ恋人のイメージと
ぴったり符合しているからである。マギーの家に訪れるたびに服装を変え、
−90−
あらゆる上品さと、上流階級の習慣についての知識をちらつかせて「教養あ
る紳士」（a cultured gentleman）のように振舞うことによって、ピートはマギー
を魅了するのである。ところが、ピートの本来の姿は、スラム街の小汚い酒
場に勤めるしがない一人のバーテンダーであり、誰彼構わず尊大な態度を
とったり、女性を食い物にしたりする無頼漢にすぎない。しかし、マギーの
目には彼の粗野で横暴な態度は一切映らず、彼の貴族的な外見にばかり目が
行き、ひたすら彼女の思い描く理想の男性像をピートという取るに足らない
男性に重ねるのである。彼女のこうした錯覚は、彼女が外界とは切り離され
た世界に閉じこもっていることを物語っていると言える。彼女のそうした面
は、ピートとの観劇の場面にも見受けられる。
In the plays the brain-clutching heroine was rescued from the palatial 
home of her guardian, who is cruelly after her bonds, by the hero with the 
beautiful sentiments.... Maggie lost herself in sympathy with the wanderers 
swooning in snow storms beneath happy-hued church windows.... To 
Maggie and the rest of the audience this was transcendental realism.（Crane 
1984 36）
マギーは、舞台の上で演じられている捕らわれの美しい娘と吹雪に凍える
浮浪者に自分の姿を重ねる。彼女にとって、舞台で起こっている出来事はま
ぎれもない現実である 11。彼女が働くカフス工場では、息も苦しくなるよう
な職場環境に日々神経をすり減らし、家では母親が酔っ払って手当たりしだ
いに暴れまわってはマギーを虐げている。マギーにとって、現実はまさに牢
獄であり、純真な彼女が生きていくにはあまりに過酷な世界である。彼女は
いわば囚われの娘のような状態であり、教会の外で寒さに震える浮浪者のよ
うな人生を送っている。そんな忌まわしい世界から彼女を救い出し、「黄金
のような輝きに満ちた未知なる世界」へと誘ってくれることをピートに求め
ているのである。
マギーがこうした幻想に浸るようになってしまったのは、彼女が生まれ
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育った家庭環境にその原因を見出すことができる。前の章で既に述べたこと
ではあるが、兄ジミーが両親から虐げられてきたことによって、周りに認め
られたいという欲求が増大し、そうした欲求が満たされない結果、彼は実際
の姿とは隔絶した「本当の自分」にしがみついて生きていくことを余儀なく
されたのである。ジミーと同様、マギーも両親からの愛に恵まれずに育って
きたために、自分は人から愛されている、人に必要とされているという実感
を抱くことが出来ない。彼女にはそうした実感がないために、自分を守って
くれる人もなく、頼れる人もなく、何が起こるか予測もつかない恐ろしい世
界をたった一人で生きていかなければならないという不安を抱えるように
なってしまった。この外界への不安から逃れるために、自分を受け入れても
らうこと、関心を向けてもらうことを周囲に執拗に求めるようになってし
まったのである。
人から受け入れてもらうことによって自分の中に抱えている不安を取り除
こうとする行為は、育ての親に対して安定した愛着を形成できない人に一般
的に見られる一種の防衛本能に基づいた行為であり、こうした行為はマギー
にもジミーにも認められる。ただし、不安を取り除くための手段は、ジミー
とマギーとでは幾分か異なる。ジミーのほうは、自分の力を誇示することに
よって（実際の彼の力は見せ掛けにすぎないが）周囲に自分を認めさせるとい
う方法をとっているのに対して、マギーのほうは、ただひたすら人から愛さ
れることを求め続けている。こうした手段の違いは、自分の力への一定の信
頼の有無によって生じる。おそらくジミーもマギーも、自分達を虐げる親に
対して怒りや憎しみの感情が湧き起こることがこれまでに幾度があったであ
ろう。しかし、二人にとって親は恐怖そのものであり、彼らがそうした感情
を表に出したら事態はいっそう悪化する。このために、彼らは怒りや憎しみ
の感情を抑圧し、出来る限り親に服従しようとする。しかし、「なめし革の
ように屈強な若者」（a young man of leather）になったジミーは、親に負けない
ほど肉体的に発達したので、仮に親とぶつかり合っても自分は決して負けな
い、という自分の力に対する自信を得たのである 12。この増大した自分の力
への自信によって、ジミーは、強大な力で自分という存在を誇示したいとい
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う欲求に駆られるようになったのである。一方、マギーにとって母親は依然
として恐怖の対象であり、そんな母親に対抗する術を持たないため、いつま
でも彼女は母親によって締め付けられている。そのような抑圧された環境は、
彼女にとってまさに牢獄であり、そこから抜け出して夢と希望に満ちた世界
に行ってみたいという願望が彼女の中で次第に増大していく。ただし、幼少
の頃から親に隷属してきたことによって、マギーは自分の無力さを実感させ
られてしまったために、この牢獄のような世界を自分の足で抜け出すような
行動力は彼女にはない。そのために、誰かに自分を遠く離れた別の世界に救
い出してほしいという他力本願的な願望を抱いているのである。そして、そ
んな自分を救い出してくれる存在をピートという男性に見出したマギーは、
彼にひたすら愛を求めるのである。ピートから愛されているという実感がマ
ギーに安心感を与え、この辛い世界を生きる彼女にとって一つの救いとなる
のである。救いの可能性を一度見出したマギーは、ピートの本質を決して見
ようとはせず、彼女の頭の中にだけ存在する理想的な男性としてのピートを
ひたすら追い求めるという、一種の自己欺瞞に陥ってしまう。
マギーのこうした自己欺瞞が、今後の彼女に破滅をもたらす要因となる。
スラム街の外には希望に満ちた世界が存在するかもしれない、その世界に自
分を連れて行ってくれる男性がいつか現われると信じていたことが、結果的
に彼女にとって命取りとなってしまうのである。
? . ?????????????
ここで、ヒロインのマギーから少し離れて、マギーの母親メアリーについ
て論じたい。なぜなら、メアリーというキャラクターもまた、息子ジミーと
同様に、マギーの破滅への過程を描くための欠かすことの出来ない断片であ
ると筆者は考えているからである。マギーは、メアリーに虐げられてきたこ
とで自己欺瞞に陥ってしまい、結果的にそれが破滅への切っ掛けとなる。言っ
てみれば、メアリーはマギーの破滅の張本人である。そして、彼女もまた、
ある種の自己欺瞞に陥っており、そこに内包する道徳的盲目が娘の破滅を後
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押しすることとなる。
ピートがマギーに会いに彼女の家を訪問した時、メアリーは、自分の娘
とピートが既に男女の関係にあると証拠もないのに考え違いをし、“Yeh’ve 
gone t’d’devil, Mag Johnson, yehs knows yhes have gone t’d’devil.”（30）と罵り、
マギーを家から追い出してしまう。メアリーは、自分の娘がピートのような
ろくでもない女たらしと関わっていることに激しい怒りを覚え、娘のこのよ
うな行為を「堕落」と見なす。メアリーにとって、娘のそうした「堕落」は、
神聖で立派な家庭であると彼女が信じて疑わないジョンソン一家に対する背
信行為に等しいのである。彼女のそうした思い込みは、以下のジミーに対す
る台詞の中にも読み取れる。
“Ah, who could t’ink such a bad girl could grow up in our fambly, Jimmie, 
me son. Mary d’hour I’ve spent in talk wid dat girl an’tol’ her if she ever 
went on d’streets I’d see her damned. An’after all her bringin’up an’
what I tol’her and talked wid her, she goes t’d’bad, like a duck t’water”
（Crane 1984 43）
メアリーは娘に対し、決して道を踏み外すことがあってはならないと常に
言い聞かせてきたつもりだった。彼女は、自分が母親として立派に務めてき
たのだとジミーに語る。自分のような模範的な母親のもとで育てられてきた
マギーが非道徳的な行為を働いてしまったのは、母親としての自分の責任で
はなく、娘自身の持って生まれた悪の性質そのものに原因があるのだ、とメ
アリーは主張する。もちろん、髪の毛をばらばらに振り乱し、その赤い顔に
気狂いのような色を浮かべて狂人のように大きな拳を振り回す様子からし
て（Her hair straggled, giving her crimson features a look of insanity. Her great fists 
quivered as she shook them madly in the air.［Crane 1984 28］）、彼女は自分が主
張するような立派な母親などでは決してない。メアリー自身が思い描いてい
る自身の姿と実際の姿との大きな落差がここに見て取れる 13。こうした落差
もまた、マギーやジミーに認められる落差と本質的には変わらない。メアリー
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の生まれ育った家庭環境については、この作品には何も書かれていないが、
夫との大喧嘩や、教会や酒場を訪れても周りから冷たくあしらわれているこ
とから判断するに、彼女もまた誰からも関心を向けてもらえないような人生
を送っていることは想像するに難くない。自分という存在を周囲の人に蔑ろ
にされてきた人は、自分に生きる価値はないという思い込みに陥ってしまう。
そうした思考から抜け出すために、幻想としての「本当の自分」を生み出し、
その偽りの感動に支えられて生きていく。「本当の自分」にしがみついてい
る人は幻想の世界に生きているため、現実の中の自分を認識できない。メア
リーは、自分のことを立派な母親であると自負していても、彼女自身が子供
達を虐げているという事実を全く認識できない。彼女が拠り所としている「立
派な自分」はあくまで幻想の中にのみ存在するので、現実のいかなる事物に
も影響を受けることはない。そうした自己欺瞞は、やがて道徳的責任に対す
る盲目さへと繋がっていく。つまり、現実の自分が行なう行為はあくまで「本
当の自分」の行為ではないため、自分が道徳的に間違ったことをしていると
いう実感が湧かないのである。
そして、メアリーと同様、ジミーもまた道徳的盲目に陥っている。自分
の妹がピートに誘惑されたことに激しい怒りを露わにするジミーだが、そ
の一方で、隣に住むサディ（Sadie MacMallister）という女性が石鹸工場で働く
男に傷物にされたという話を聞いても「それとこれとは話が別だ（Ah, dat’s 
anudder story. ［Crane 1984 33］）」と言って反論する。彼は、自分の妹以外の
世の中の妹は全て承知の上で傷物にされてもいいという説（a theory that all 
sisters, except his own, could advisedly be ruined ［Crane 1984 33］）を唱える。そ
れゆえに、ピートと同様、彼も幾人かの女性を誘惑していることへの罪悪感
に苛まれることはない。ジミーは、彼の女性関係に対する責任を免除させる
ダブルスタンダードな姿勢をとっているのである。彼のこうした自分中心の
考え方は、「強大な力を持った本当の自分」という幻想にしがみつき、現実
の中の自分を認識できなくなり、道徳的盲目に陥ってしまったことによって
生じたのである。妹のことで怒りに駆られたジミーが、ピートに復讐するた
めに喧嘩を挑む描写は、実体の伴わない行動として描かれているのである。
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一方、メアリーに家を追放されたマギーは、ピートへの想いが強くなって
いくにつれて、自分の身なり、状況、職場環境、ひいては自分の何もかもが
ますます嫌になっていく。果たして自分のような卑しい娘が、メロドラマの
ヒロインが最終的に獲得するような幸せを手に入れられるかどうか、という
不安に苛まれ、一度は自信を喪失してしまう。しかし、ピートに優しい言葉
をかけられることによって、彼女のそうした不安は次第にかき消え、自分は
ピートにとって大事な存在であると思い込むようになる。彼の醸し出す優雅
な雰囲気と握り拳からみなぎる男性的な力強さが、これまでの人生の中で彼
女が見てきたものとはあまりにかけ離れているが故に、彼女は「薔薇色の未
来」を想像する。ピートが愛してくれる限り、彼女を脅かす家庭環境や、彼
女が働いているカフス工場の荒涼としたムードから守られているとマギーは
思い込んでいる。彼女は、 ピートの愛をひたすら求め続ける今の状況を惨め
だとは露ほども思っておらず、それどころか以前よりも安全で至福な世界に
浸っているのである。
マギーのこうした思い込みが、彼女の中にある「本当の自分」を肥大化し、
周囲に見せている自分の姿との落差を広げていく。“She didn’t feel like a bad 
woman. To her knowledge she had never seen any better”（Crane 1984 39）という
文章にもあるように、実際には男性に依存している身であるにもかかわらず、
マギーは、自分ほど善良な女性はいないという錯覚に陥っている。「善良な
女性」と思い込んでいる彼女の姿と周囲に見せている彼女の姿との落差がこ
こに生じているのである。こうした落差は、マギーがピートと一緒に居酒屋
を出ていくときに白粉を塗った女性達の傍を通り過ぎる場面でさらに明確に
なる。
As they went out Maggie perceived two women seated at a table with some 
men. They were painted and their cheeks had lost their roundness. As she 
passed them the girl, with a shrinking movement, drew back her skirts.
（Crane 1984 54）
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マギーが、娼婦と思われる女性の傍を通り過ぎる時にスカートの裾を引き
寄せたのは、自分の実態を認識していない行為の表れである。マギーは、自
身が善良な女性であると思い込んでいるが、周囲から見たら彼女も娼婦と変
わらないという皮肉がそこに描かれている。彼女を娼婦と間違えている周囲
の人々から向けられる冷たい視線（Some of them with faces of stone and mouths 
of sin… tried to find the girl’s eyes in the smoke wreaths. ［Crane 1984 53］）からも、
その事実は明らかである。マギーの思い描く自分自身の姿と現実の自分との
乖離を描くことによって、クレインは、マギーが自己欺瞞に陥っている姿を
描いているのである。
結果的にマギーは、こうした自己欺瞞に陥ってしまったことによって身を
滅ぼしてしまうのである。ネリ （ーNellie）という名の煌びやかではあるが世
間の裏に通じたしたたかな女性がマギーとピートの前に現われ、忽ち彼女の
美貌の虜になったピートは、マギーをあっさり捨ててしまう。彼は初めか
らマギーを単なる性欲の対象としか考えていなかったのである。“Say, Mag, 
I’m stuck on yer shape. It’s outa sight.”（Crane 1984 44）と言ってマギーのスタイ
ルを褒め称え、初めてのデートの帰りに強引にキスを迫るなどの描写からも、
そのことは明らかである。事実上ピートに捨てられたマギーは、無垢で従順
な様子でいながらも彼に対して不快感を表す。やがて、彼女は数週間ぶりに
家に戻るが、放蕩をはたらいた彼女に救いの手を差し伸べてくれる者はもは
や誰もいない。母親に見捨てられたマギーは、兄ジミーに救いを求めるも、
彼は汚いものに染まるのを嫌悪するかのように、救いを求める彼女の手を払
いのける。メアリーもジミーも、彼女の今の有様は自分達ではなく彼女自身
にのみその責任があると思い込んでいる。マギーを直接陥れたピートには、
彼女を破滅させたことへの罪悪感は微塵もない。それどころか、マギーと関
わることで働いている店の尊厳が損なわれてしまうことを恐れたピートは、
自己の体面を保つために彼女を何の躊躇いもなく追い返してしまう。ピート
のこうした道徳的盲目は、メアリーやジミーのそれと本質的には同じである。
そうした道徳的盲目は、教会にまで浸透している。
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A clergymans beaming, chubby face was a picture of benevolence and kind-
heartedness. His eyes shone good-will. But as the girl timidly accosted him, 
he made a convulsive movement and saved his respectability by a gorgeous 
side-step. He did not risk it to save a soul.（Crane 1984 69）
本来なら救いを求める者に手を差し伸べる立場にあるはずの牧師が、神の
慈悲に縋ろうと近づいてくるマギーを拒絶する姿を描くことによって、クレ
インはスラム街に蔓延る自己欺瞞を批判しているのである 14。
結局マギーは、現実世界から目を背け、ロマンティックな幻想を追い求め
てしまったことによって破滅することとなる。ピートにも家族にも見捨てら
れ、もはや現実世界で縋るべきものを見出すことが出来ないマギーは、孤独
感と絶望感に陥り、売春生活を余儀なくされる。救いの手立てとして彼女が
最後にとった行動は、イースト・リヴァ （ーEast River）への投身自殺であった。
こうしてマギーは、短い生涯を終えるのである。
????
以上に論じてきたように、マギーは、スラム街の辛い現実から目を逸らし、
自己のロマンティックな幻想に生きることで自己欺瞞に陥った結果、ピート
に弄ばれ、売春生活を強いられ、最後は自殺するという悲劇的な生涯を辿っ
たのである。さらに、兄ジミーや母メアリーの自己欺瞞的な生き方がマギー
の破滅を後押ししたのである。スラム街のこうした自己欺瞞的な生き方が、
彼らから他者への思いやり、家族愛、人生を生きていく上での責任感などを
奪ってしまったのである。こうした要因が マギーの悲劇を生み出したので
ある。
この小説は、マギーを死に追いやった人々に対する罪が問われないまま皮
肉な形で終わる。作中で、マギーの死に対して悼み悲しむ者は誰もいない。
母親のメアリーも、物語の最後で、娘の死の知らせが届いたにもかかわらず、
ブクブクに太った僧侶（a fat monk）のように平然と食事を続けながら娘のこ
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とを口汚く罵っている。そして、集まった隣人達の前では娘の過去を許した
ふりをするという形でこの作品は終わる。こうした描写は、マギーという女
の子の悲劇の印象をいっそう増幅させているが、同時に、彼女は適者生存の
法則が支配するスラム街における犠牲者の一人にすぎない、彼女の死に対す
る救済の余地など皆無である、というクレインのマギーに対する冷酷な態度
が垣間見えるかもしれない。
しかしながら、クレインは、結局のところ「良心」の文学者であったこと
が、ガーランド（Hamlin Garland）に宛てた手紙の中で明らかとなる。
If one proves that theory one makes room in Heaven for all sorts of souls
（notably an occasional street girl）who are not confidently expected to be 
there by many excellent people.（Negal 1980 99）15
この中で、クレインは、マギーのような「街の女」に転落した人間にも天
国に召されるだけの資格はあってもいいはずであることを主張しているので
ある。さらに、マギーのような境遇にある女性に対するクレインの特別な共
感を示すものとして、ベリマン（John Berryman）は、以下のことを述べている。
We understand better, for instance, why he married a woman in the situation 
of Cora Taylor. It was a chance for rescue. The conversation Robert Davis 
witnessed with the girl on Broadway in 1897, related by Davis nearly thirty 
years later, is now really guaranteed: “I can show you the way out.” The 
choice of the subject of Maggie, his first work, following immediately upon 
his mother’s death, is less mysterious: it gave him a chance for rescue, 
he could show Maggie the way out.（The way out was death, and we shall 
return to this.）（Berryman 1987 12）16
すなわち、クレインが娼婦館の経営者であったコーラ・テイラーと結婚し
たのは、彼女のような娼婦の立場にある女性に対して救済の道を与えてあげ
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たいという彼自身の願いがあったからである。そして、こうした彼の願望が
そのままマギーに対しても示されている。ただし、クレインがマギーに与え
た救済への道は「死」であり、彼女は天国に行く資格を与えられることによっ
てはじめて救われるということを示唆しているのである。
クレインは、マギーの破滅が周囲の人間と彼女自身の自己欺瞞によっても
たらされたものとして描いているが、彼女自身の罪を咎めているわけでは決
してない。一方で、マギーを直接陥れたピートやメアリー、彼女の破滅に直
接かかわりを持たないが最終的に救いを求める彼女の手をはねのけたジミー
に対しても、クレインは非難の目を向けているわけでもない。クレインは、
マギーを死に追いやった社会環境、すなわちスラム街という忌まわしい環境
を告発しているのであり、そのような社会を生み出した人々の責任を追及し
ているのである 17。惨めな環境に耐えられず、自己欺瞞的な生き方を余儀な
くされるスラム街住人の描写の中に、クレインの社会的正義の心情が内在し
ていると言えるであろう。
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